


また、現場から勤務が厳しいと声が上がっている路線が調査対象から外されていました。以下、厳しい勤

務パターンと声が出されている一部を紹介いたします。 

 

● ANA 

国内線と長距離国際線が連続する「６日連続勤務」パターン 

【１日目】 羽田→米子→羽田→大分（7 時間 16 分 ：休憩なし） 

【２日目】 大分→羽田→長崎→羽田（9 時間 45分 ：休憩なし）  

【３日目～６日目】 ロサンゼルス（LAX）１泊 4 日 （往復深夜・長時間勤務＋時差 ：現地で１泊のみ。翌日

からの休日は、２日間のみ） 

  

● JAL 
• 一連続勤務（台北、上海、香港）＝SPLIT勤務。 二暦日にまたがる２つのフライトを一つの連続する

勤務として、取り扱い深夜の睡眠時間が短時間（三時間ほどの勤務もあり）しか確保されないため、睡

眠不足または全く睡眠せずに乗務している 

• 米国西海岸(ロサンゼルス、サンフランシスコ、サンディエゴ、シアトル、バンクーバー)の 1 泊３日 

• オーストラリアの 1 泊 3 日 

• 国内 1泊 2 日の連続勤務（1日 3 ランディングで 4 日間 12 ランディング）        など 

  

● ZIPAIR 

【1日目～３日目】 ロサンゼルス（LAX）１泊 3 日（長時間勤務＋時差 ：現地で１泊のみ） 

【4 日目】 休日（１日のみ） 

【５日目】 マニラ往復（勤務時間 13 時間 20分） 

  

● ジェットスタージャパン 

• 国内線４ランディングの勤務が多く、拘束時間も１２時間近いものとなる。また、便間 35〜４０分しかな

いため１０時間以上の拘束の中、食事が摂れないことは珍しくない 

• 国内線４ランディングの日帰り勤務を連続でアサインされる（ひどい時は３日連続もあり）。勤務間イン

ターバルが短く十分な睡眠が取れないまま負荷が高い状況となる 

• 原則、早朝(朝 5時〜6時出頭)または深夜(22 時〜23 時終了)のパターンが多いため、睡眠管理

が困難となる 

 

(２) 調査対象者が先任客室乗務員に限定されている 

 先任客室乗務員に関わらず、他の客室乗務員の労働負荷も相当高く、任務（役割）の違いからくる肉体

的、精神的疲労を把握する必要があると考えます。機内では、先任客室乗務員、クラス責任者、機内担当

DUTYもキャビン担当または、ギャレー（台所）担当など様々です。職位や担当DUTY関係なく幅広く調

査対象とする必要があると考えます。 

国際環境研究公衆衛生 2023「航空会社客室乗務員の疲労と睡眠」スコープレビューでは、〝疲労は身

体的負荷の増加に伴って増加する″ことが判明し、また職位によって疲労感の差があることも述べられて






